
金
海
古
蹟
志
巻
屯

て
、
一
一
筋
は
今
香
林
坊
際
の
小
橋
の
下
を
流
れ
‘
茜
深
き
に
依
て
舟

杯
も
入
程
た
り
。
然
る
に
金
津
の
町
地
手
狭
成
に
よ
り
、
御
庚
げ
注

さ
れ
ん
と
て
、
川
除
普
請
方
就
安
に
被
仰
付
一
則
才
川
の
上
を
掘
り
て

一
瀬
に
落
し
け
れ
ば
、
俣
川
あ
せ
て
一
瀬
に
成
た
り
。
依
て
雨
川
の
.

聞
な
り
し
中
嶋
の
地
を
ぽ
町
屋
に
被
=
仰
付
吋
今
の
河
原
町
是
た
り
と

あ
り
。
按
宇
る
に
、
右
香
林
坊
際
の
小
橋
と
い
ふ
は
、
今
香
林
坊
橋

の
越
に
い
に
し
へ
才
川
二
瀬
に
成
り
居
た
る
比
、
橋
を
架
け
、
小
橋

と
呼
ぴ
た
る
も
の
怠
り
。
古
寺
町
小
橋
天
紳
由
来
書
に
.
昔
才
川
紳

明
の
向
に
銀
座
之
慮
、
慶
長
十
九
年
河
原
町
小
橋
爪
へ
移
縛
仕
と
あ

り
0

・
さ
れ
ば
一
瀬
に
た
し
‘
河
原
町
の
町
家
を
建
て
ら
れ
た
る
も
、

慶
長
十
九
年
頃
な
ら
ん
か
。
共
の
功
に
依
っ
て
河
原
町
の
役
夫
を
賜

は
り
た
り
し
と
聞
ゆ
。

O
鹿
嶋
検
校
奮
邸

異
本
夜
話
鍛
K
-
E
ふ
。
鹿
崎
検
校
が
屋
敷
は
.
今
の
津
間
正
流
・
石
丸

新
八
の
屋
敷
た
り
。
検
校
此
の
屋
敷
に
居
た
る
頃
、
櫨
現
堂
丸
の
後

た
る
端
の
松
を
二
・
三
本
拝
領
仕
度
皆
‘
微
妙
公
へ
奉
・
願
け
る
。
共

由
被
陶
貿
易
き
幕
、
切
っ

τと
ら
せ
と
御
意
悲
り
し
に
、
只
そ
の
ま

ま
葬
領
仕
度
と
也
。
共
同
日
言
上
す
る
に
、
何
に
す
る
ぞ
と
の
御
噂
也
。

. . 

上
方
よ
り
度
A

登
り
候
へ
と
申
越
け
る
と
い
へ
ど
も
‘
職
に
及
ぶ
ま

で
は
罷
登
る
ま
じ
く
‘
物
成
は
九
老
中
間
と
し
て
配
賞
候
へ
と
て
絡

に
登
ら
宇
O
J

然
る
底
職
あ
き
候
ゆ
ゑ
御
眼
申
上
、
上
京
仕
り
、
職
を

諦
取
規
式
相
演
、
共
年
は
既
に
幕
け
り
。
然
る
に
共
年
の
幕
に
京
都
よ

り
金
津
(
罷
蹄
り
け
る
。
翌
年
の
年
頭
の
御
植
民
、
朔
自
に
小
松
へ

罷
越
登
城
仕
た
り
。
利
常
卿
御
覧
被
v
遊
、
鹿
嶋
何
と
し
た
れ
ば
来
る

ぞ
と
仰
せ
ら
る
。
検
校
申
上
、
乍
v
惇
御
な
つ
か
し
く
奉
v
存
、
職
を
諮

り
隠
居
仕
.
大
晦
自
民
金
津
へ
罷
越
、
夜
通
し
に
是
へ
参
り
候
旨
申

上
け
る
。
利
常
卿
大
に
御
感
あ
り
て
、
扱
も
/
¥
無
欲
・
な
る
坊
主

め
哉
と
仰
せ
ら
れ
、
夫
れ
よ
り
は
別
し
て
御
前
の
思
召
潟
か
ら
占
1
.

一

刻
も
離
れ
奉
ら
歩
、
奉
仕
し
け
る
と
あ
り
。
さ
れ
ば
拾
築
名
言
記
に

も
、
中
納
言
利
常
卿
御
家
督
御
拝
領
被
v
遊
以
来
、
御
噛
衆
と
て
有
v
之。

承
停
る
分
書
付
申
に
‘
待
国
道
伺
・
今
枝
宗
仁
・
法
筆
法
印
・
石
黒
釆

女
・
丸
毛
道
和
・
恒
川
竹
仁
・
庚
橋
一
嫡
・
高
田
鹿
安
・
篠
屋
宗
永
・
中
村

久
越
・
依
守
木
造
休
ブ
盲
に
は
虎
滞
・
松
坂
・
鹿
嶋
・
小
林
、
此
の
外
他

所
よ
り
御
目
被
v

下
、
御
次
ま
で
案
内
な
し
に
伺
公
仕
者
共
に
は
、
本

阿
調
一
家
・
後
藤
一
家
の
者
ど
も
・
狩
野
乗
加
・
唐
物
屋
道
奥
・
大

槻
八
左
衛
門
・
湯
下
屋
七
郎
右
衛
門
・
藤
霊
祭
句
、
此
の
外
に
も
あ
り
。

金
滞
古
蹟
志
血
管
L
屯

一』ハ

検
校
申
上
る
は
・
居
宅
の
館
地
た
る
池
へ
月
の
懸
り
あ
し
く
、
枝
を
一

卸
し
月
を
諦
度
皆
申
上
。
利
常
卿
治
陀
被
a
岡
山
召
一
如
何
ゃ
う
と
も
検

校
の
了
簡
次
第
と
被
=
仰
向
一
則
好
み
て
校
を
卸
さ
せ
け
る
に
.
案
の

如
く
月
の
さ
し
入
宜
し
き
よ
し
被
品
開
召
一
月
の
時
分
利
常
卿
も
被
v

震
v
入
御
覧
あ
り
し
と
‘
御
馬
廻
岸
村
六
右
衛
門
い
ま
だ
若
輩
に
て
御

近
習
相
勤
.
能
鐙
え
居
た
り
と
語
れ
り
と
ぞ
。
今
按
守
る
に
、
石
丸
新

八
の
屋
敷
た
り
と
あ
れ
ば
、
卸
ち
西
町
な
り
。
元
総
六
年
士
般
に
、

石
丸
吉
之
丞
西
町
と
見
h
、
事
保
九
年
士
幌
に
、
御
射
手
二
百
石
石

丸
新
八
郎
西
町
と
あ
り
。
津
田
正
流
も
暗
師
の
中
に
載
せ
た
れ
ど
、

居
屋
敷
の
地
名
を
記
載
せ
宇
。
閑
人
共
に
享
保
中
の
人
に
て
‘
隣

家
た
り
し
事
知
ら
れ
け
り
。
鹿
鴎
検
校
は
拾
築
名
言
起
に
、
或
時
利

常
卿
御
料
理
の
問
へ
御
出
被
v
成
、
焚
火
花
御
あ
た
り
被
v
骨
伊
成
、
御

前
に
鹿
嶋
検
校
伺
公
仕
。
大
坂
陣
の
御
明
に
成
り
‘
検
校
に
御
棒
被
v

遊
候
は
、
身
が
人
数
は
千
五
百
程
有
v
之
と
部
品
る
と
御
意
也
。
鹿
嶋
申

上
る
は
、
御
人
数
千
五
百
の
御
闘
り
に
候
へ
共
、
前
後
に
千
三
百
五
・

六
十
程
罷
越
と
申
上
る
。
叉
鹿
嶋
申
上
。
他
聞
に
は
小
身
者
に
馬
扶

持
興
候
。
御
園
は
左
様
の
事
不
ν
被
昌
仰
付
-
候
得
共
、
何
も
馬
に
衆
参

候
と
申
上
云
々
と
見
b
、
異
本
夜
話
録
に
、
鹿
嶋
検
校
十
老
に
た
り
.

、-
E
E
1
2
J
'
s
・1
5
t

惣

τ御
出
入
の
町
人
・
臓
人
御
次
へ
罷
越
候
て
、
御
前
の
事
毎
日
他

へ
聞
ゆ
る
や
う
に
被
v
遊
也
と
い
へ
り
。

O
尾

崎

柿

鮭

賞
祉
は
、
茜
右
衛
門
坂
の
商
、
北
J

丸
に
あ
り
て
‘
東
照
宮
と
稀
し
、

俗
に
権
現
蛍
と
呼
び
た
る
枇
た
り
。
共
の
創
立
は
‘
穂
町
藩
凶
世
正
四

位
下
穣
少
将
光
高
君
、
寛
永
十
七
年
十
一
月
酒
井
讃
岐
守
を
介
と
し

て
‘
東
照
櫛
現
を
金
津
城
内
に
勤
諦
せ
ん
事
を
上
申
せ
ら
る
。
三
代

将
軍
家
光
公
則
ち
許
可
せ
ら
れ
、
依
v
之
同
十
九
年
よ
り
紳
殿
の
遺
普

始
り
.
翌
二
十
年
秋
落
成
し
‘
紳
鍵
の
奉
迎
伎
と
し
て
、
村
井
兵
部

に
佐
藤
奥
三
右
衛
門
・
林
孫
丞
を
添
へ
江
戸
へ
被
v
遣
、
八
月
廿
日
東

叡
山
常
照
院
・
松
簿
院
及
び
村
井
兵
部
以
下
供
奉
し
て
東
叡
山
を
裂

典
、
加
州
佐
那
武
の
紳
官
河
崎
櫨
頭
・
同
特
監
の
爾
名
、
藩
命
に
依
っ

て
上
州
坂
本
ま
で
参
向
し
榊
奥
に
供
事
す
。
金
津
渚
御
、
九
月
十
七

日
紳
盤
漣
宮
‘
常
照
院
遜
座
式
相
勤
め
、
夫
れ
よ
り
粂
勤
命
ぜ
ら
れ
.

位
殿
の
麓
基
右
衛
門
坂
下
に
別
賞
屋
敷
を
建
替
あ
り
て
紳
畿
寺
と
鋭

し
、
明
暦
三
年
現
米
百
五
十
石
寄
附
せ
ら
れ
‘
常
照
院
之
を
牧
納
し

紳
勤
た
し
け
る
慮
‘
常
照
院
江
戸
へ
蹄
り
、
震
昌
代
倫
-
弟
子
松
植
院
を

紳
護
寺
に
笹
き
た
り
。
然
る
に
後
に
は
金
津
天
台
宗
の
寺
院
出
雲
寺

七




